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三
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
読
み
解
く
新
た
な“
東
京

“
東
京
””ヒ
ス
ト
リ
ー

ヒ
ス
ト
リ
ー

東
京
の
歴
史

全
10
巻 

完
結

巨メ
ガ
ロ大

都ポ
リ
ス市

東
京
は
、
ど
ん
な
歴
史
を
歩
み
現
在
に
至
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
古
文
書
や
絵
図
・
地
図
・
写

真
な
ど
の
史
料
を
窓
口
に
解
説
し
た
「
み
る
」
こ
と
か
ら
始
め
、
こ
れ
を
深
く
「
よ
む
」
こ
と
で
過
去

の
事
実
に
迫
り
、
そ
の
痕
跡
を
「
あ
る
く
」
道
筋
を
案
内
。
地
域
の
基
盤
や
時
代
の
歩
み
を
多
面
的
に

読
み
解
き
な
が
ら
、
厳
選
し
た
二
〇
〇
の
テ
ー
マ
か
ら
個
性
溢
れ
る
東
京
の
歴
史
を
多
面
的
に
描
き
ま
す
。

（
麗
澤
大
学
教
授
）

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

池　

享
・
櫻
井
良
樹
・
陣
内
秀
信
・
西
木
浩
一
・
吉
田
伸
之

（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

（
法
政
大
学
特
任
教
授
）

（
東
京
都
公
文
書
館
史
料
編
さ
ん
担
当
）

編

  中学・高校生から中学・高校生から
大人まで大人まで

 おすすめします！ おすすめします！

通
史
編
３
冊

● 

原
始
・
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
東
京
の
基
盤
と

生
成
、
歴
史
時
代
の
歩
み
を
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

で
多
面
的
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に
辿
り
ま
す
。

●   

三
冊
の「
通
史
編
」と
七
冊
の「
地
帯
編
」で
構
成
。

「
通
史
編
」
通
巻
１
～
３
巻

東
京
都
の
範
囲
を
対
象
に
、歴
史
時
代
を
原
始
・

古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
現
代
に
区
分
し
、
取

り
上
げ
る
テ
ー
マ
に
そ
う
史
料
を
窓
口
に
時
代

の
流
れ
で
描
き
ま
す
。

「
地
帯
編
」
通
巻
４
～
10
巻

二
三
の
特
別
区
、
三
九
の
市
町
村
か
ら
な
る
自
治

体
を
枠
に
、
通
巻
４
～
８
巻
で
区
部
を
、
通
巻

９
～
10
巻
で
多
摩
地
区
や
島
嶼
の
市
町
村
を
取

り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
歴
史
を
描
き
ま
す
。

● 

各
巻
四
つ
の
章
に
五
つ
の
テ
ー
マ
を
節
と
し
て

置
き
、
厳
選
し
た
あ
わ
せ
て
二
〇
〇
の
テ
ー
マ

を
「
み
る
」「
よ
む
」「
あ
る
く
」
の
三
つ
で
叙

述
し
ま
す
。

● 

身
近
に
あ
る
史
跡
や
歴
史
的
景
観
に
触
れ
、
地
域

の
博
物
館
・
資
料
館
・
図
書
館
を
利
用
し
、
新
た

な
歴
史
と
出
会
う
手
が
か
り
を
提
供
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
の
特
色

シ
リ
ー
ズ
の
特
色

Ｂ
５
判
・
上
製
・
カ
バ
ー
装
・
１
６
０
頁

【
定
価
】各 

巻   

３
０
８
０
円

　
　

  

セ
ッ
ト
３
０
８
０
０
円中

学
生
、
高
校
生
、
一
般
社
会
人
、
郷
土
史
愛
好
家
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
、

博
物
館
や
自
治
体
職
員
な
ど
の
方
々

公
共
図
書
館
、
公
民
館
図
書
室
、
中
学
校
図
書
室
、
高
校
図
書
館
、
中
学
・
高
校
社
会
科
、

博
物
館
・
資
料
館
、
自
治
体
教
育
委
員
会
な
ど

太田道灌木造（静勝寺蔵）本書より

写真：東京スカイツリー・特急りょうもう写真：東京スカイツリー・特急りょうもう写真：東京スカイツリー・特急りょうもう吉川弘文館吉川弘文館吉川弘文館

＊
全
巻
好
評
発
売
中
！
お
申
込
は
最
寄
り
の
書
店
、ま
た
は
直
接
小
社
営
業
部
ま
で

お
す
す
め
し
ま
す
！

お
す
す
め
し
ま
す
！

お
す
す
め
し
ま
す
！

お
す
す
め
し
ま
す
！

《地帯編》
（通巻４～ 10）

《通史編》
（通巻１～３）

2

江
戸
時
代

　
（
通
史
編
２
）978-4-642-06827-7

3

明
治
時
代
～
現
代

　
（
通
史
編
３
）978-4-642-06828-4

1

先
史
時
代
～
戦
国
時
代

　
（
通
史
編
１
）978-4-642-06826-0

5

中
央
区
・
台
東
区
・
墨
田
区
・
江
東
区

　
（
地
帯
編
２
）978-4-642-06830-7

6

品
川
区・大
田
区・目
黒
区・世
田
谷
区

　
（
地
帯
編
３
）978-4-642-06831-4

8

足
立
区・葛
飾
区・荒
川
区・江
戸
川
区

　
（
地
帯
編
５
）978-4-642-06833-8

9

多
摩
Ⅰ
（
地
帯
編
６
）978-4-642-06834-5

� 

多
摩
Ⅱ
・
島
嶼
（
地
帯
編
７
）978-4-642-06835-2

4

千
代
田
区
・
港
区
・
新
宿
区
・
文
京
区

　
（
地
帯
編
１
）978-4-642-06829-1

　

渋
谷
区・中
野
区・杉
並
区・板
橋
区・

　

練
馬
区
・
豊
島
区
・
北
区 

　
（
地
帯
編
４
）  978-4-642-06832-1

7

序
章 
東
京
の
形
成
と
変
貌
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

第
一
章 
イ
ン
フ
ラ
基
盤

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

松
山　

恵

東
京
の
首
都
計
画
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

松
山　

恵

鉄
道
・
地
下
鉄
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
木
勇
一
郎

上
下
水
道
、
河
川
・
貯
水
池
・・
・
・
・
・
・
・
・

松
山　

恵

電
気
・
ガ
ス
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

土
地
・
建
築
物
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

松
山　

恵

第
二
章 

明
治
期

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

東
京
の
維
新
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

横
山
百
合
子

東
京
府
の
誕
生
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

東
京
の
自
由
民
権
運
動
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

中
嶋
久
人

大
火
を
通
し
て
み
る
消
防
と
社
寺
・・
・
・
・

冬
月　

律

日
清
・
日
露
戦
時
の
東
京
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

　
主な内容

第
三
章 

大
正
・
昭
和
戦
前
期

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

都
市
の
拡
大
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

白
石
弘
之

大
正
期
・
東
京
市
政
の
展
開
・・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

関
東
大
震
災
と
復
興
計
画
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

白
石
弘
之

非
常
時
へ
向
か
う
大
東
京
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

東
京
大
空
襲
と
戦
時
体
制
・
防
空
計
画
・

白
石
弘
之

第
四
章 

戦
後
～
二
十
世
紀
末

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

初
田
香
成

闇
市 

戦
後
復
興
の
象
徴
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

初
田
香
成

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
高
度
経
済
成
長
・

初
田
香
成

東
京
へ
の
人
口
移
動
と
地
域
間
格
差
・
・

橋
本
健
二

革
新
都
政
の
時
代
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

世
界
都
市
・
東
京
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

陣
内
秀
信

3

明
治
時
代
～
現
代

　

  

（
通
史
編
３
）

明
治
維
新
に
よ
り
江
戸
は
「
東
京
」
と
名
前

を
変
え
、
首
都
と
な
り
ま
し
た
。
い
か
に
東

京
は
形
成
さ
れ
、
そ
こ
で
人
び
と
は
暮
ら
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
都
市
化
の
進
展
、
震
災

と
戦
災
、
戦
後
復
興
か
ら
今
日
の
国
際
化
ま

で
、
激
動
の
近
現
代
史
に
迫
り
ま
す
。

　
主な内容

序
章 

巨
大
城
下
町
江
戸
と
周
辺
・・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

第
一
章 

江
戸
の
イ
ン
フ
ラ

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

伊
藤　

毅

掘
削
と
埋
立
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

知
野
泰
明

湊
と
河
岸
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

阿
部
貴
弘

道
と
橋
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

髙
橋
元
貴

神
田
上
水
・
玉
川
上
水
の
建
設
・・
・
・
・
・
・

波
多
野

純

薪
の
高
積
み
と
河
岸
通
り
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

第
二
章 

拡
張
す
る
江
戸

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

江
戸
城
を
支
え
る
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

太
田
尚
宏

江
戸
藩
邸
を
の
ぞ
く
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
松
愛
子

町
年
寄
と
町
方
社
会
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

竹
ノ
内
雅
人

江
戸
の
町
と
名
主
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

神
社
社
会
と
天
下
祭
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

竹
ノ
内
雅
人

第
三
章 

成
熟
の
江
戸

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

岩
淵
令
治

享
保
改
革
と
江
戸
近
郊
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

太
田
尚
宏

都
市
の
拡
大
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

岩
淵
令
治

大
店
と
裏
店
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

岩
淵
令
治

寛
政
改
革
と
江
戸
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

岩
淵
令
治

錦
絵
―
花
開
く
出
版
文
化
―
・・
・
・
・
・
・
・
・

湯
浅
淑
子

第
四
章 

燗
熟
の
江
戸

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

横
山
百
合
子

描
か
れ
た
江
戸
―
煕
代
勝
覧
と
名
所
江
戸
百
景
― 

 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

浅
野
秀
剛

天
保
改
革
と
江
戸
の
社
会
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

荒
木
裕
行

桜
田
門
外
の
変
と
江
戸
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

横
山
百
合
子

安
政
地
震
と
麻
疹
の
流
行
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

横
山
百
合
子

銭
の
喧
嘩
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

横
山
百
合
子

2

江
戸
時
代
（
通
史
編
２
）

家
康
の
入
府
以
来
、
急
速
に
巨
大
城
下
町
へ

と
変
貌
す
る
江
戸
。
幕
藩
権
力
や
物
流
、
そ

し
て
人
び
と
の
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
や

都
市
行
政
。
災
害
や
病
、
歌
舞
伎
・
浮
世
絵

な
ど
民
衆
文
化
を
見
な
が
ら
、
巨
大
城
下
町

に
お
け
る
人
び
と
の
営
み
を
描
き
ま
す
。

　
主な内容

序
章 

歴
史
の
舞
台
。そ
し
て
原
始
か
ら
戦
国
時
代
へ
・

吉
田
伸
之

第
一
章 

地
形
と
自
然

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

陣
内
秀
信

関
東
山
地
と
武
蔵
野
台
地
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

髙
橋
元
貴

東
京
低
地
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

髙
橋
元
貴

東
京
湾
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
﨑
雅
規

河
川
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

神
谷　

博

島
嶼
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

第
二
章 

領
域
と
地
域

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

郡
・
郷
・
里
・
ム
ラ
―
ム
ラ
の
成
り
立
ち
―
・

湯
浅
治
久

北
条
支
配
下
の「
領
」と「
江
戸
廻
」・
・
・
・
・

則
竹
雄
一

御
府
内
―
江
戸
の
範
囲
を
決
め
る
と
き
―
・

西
木
浩
一

多
摩
郡
は
神
奈
川
県
だ
っ
た
・・
・
・
・
・
・
・
・
・

岩
橋
清
美

伊
豆
諸
島
と
江
戸
・
東
京
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

第
三
章 

原
始
古
代
・
中
世
前
期

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

湯
浅
治
久

原
始
古
代
の
東
京
低
地
を
探
る
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

多
摩
の
古
墳
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

深
澤
靖
幸

古
代
中
世
の
武
蔵
国
府
と
府
中
・
・
・
・
・
・
・

小
野
一
之

中
世
武
士
江
戸
氏
と
江
戸
の
湊
・
・
・
・
・
・
・

湯
浅
治
久

発
達
す
る
鎌
倉
街
道
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

湯
浅
治
久

第
四
章 

室
町
・
戦
国
期

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

池　
　

享

南
北
朝
内
乱
と
武
蔵
の
武
士
た
ち
・
・
・
・
・

池　
　

享

品
川
と
東
京
湾
―
活
発
化
す
る
水
陸
交
通
―
・湯
浅
治
久

太
田
道
灌
の
活
躍
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

則
竹
雄
一

滝
山
城
と
八
王
子
城
―
北
条
氏
の
重
要
支
城
―
・

竹
井
英
文

徳
川
家
康
は
な
ぜ
江
戸
に
入
っ
た
の
か
・

竹
井
英
文

1
先
史
時
代
～
戦
国
時
代

　

  

（
通
史
編
１
）

多
様
な
地
形
を
も
ち
、
豊
か
な
自
然
に
彩
ら

れ
る
東
京
。
武
蔵
国
府
の
設
置
、
武
士
団
の

成
長
、
小
田
原
北
条
氏
の
支
配
。
そ
の
下
で

営
ま
れ
る
人
び
と
の
暮
ら
し
や
社
会
の
動
き

に
視
点
を
置
き
、「
東
京
の
歴
史
」の
舞
台
と
、

先
史
か
ら
戦
国
時
代
の
歩
み
を
描
き
ま
す
。

釈
文 

（
／
は
改
行
）

文
政
元
寅
年
八
月
、
御
目
附
牧
野
助
左
衛
門
申
上
候
御
府
内
外
境
筋
の
儀
、
／
御
勘
定

奉
行
に
て
評
議
致
し
候
様
駿
河
守
殿
御
渡
し
、
則
ち
評
議
の
趣
評
定
所
一
座
え
／
相
談

の
上
、
評
議
書
上
候
処
、
絵
図
に
致
し
差
上
候
様
御
右
筆
申
し
聞
け
候
に
つ
き
、
寺
社

／
奉
行
御
府
内
勧
化
絵
図
を
元
に
致
、
町
奉
行
に
て
支
配
場
境
墨
筋
を
入
れ
差
し
越
し

／
取
調
候
上
上
げ
候
処
、
同
年
十
二
月
、
備
中
守
殿
よ
り
御
差
図
有
之
、
左
の
通
り
、

　
　
　
　
　
御
目
付

　
　
　
　
　
承
り
付
け

（
以
下
略
）　
　
＊ 

右
の
枠
内
で
牧
野
の
野
の
字
が
な
い
の
は
片
名
字
と
い
わ
れ
、
宛
先
へ
の
敬
意
を
示

す
表
現
で
あ
る
。

書
面
伺
い
の
通
り
、
別
紙
絵
図
面
朱
引
き
の
内
を
御
府
内

と
相
心
得
、
問
合
候
向
々
へ
挨
拶
致
す
べ
き
旨
仰
せ
渡
さ

れ
、
承
知
奉
り
候
。

　
寅
　
十
二
月
廿
四
日 

牧
助
左
衛
門

みる
江
戸
の
範
囲
が
わ
か
ら
な
い

江
戸
時
代
も
後
期
に
入
っ
た
一
八
一
八 

（
文
政
元
）

年
九
月
、
目
付
を
勤
め
る
牧
野
助
右
衛
門
は
、「
御
府

内
之
境
目
」
は
ど
こ
な
の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
を
受

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
付
方
に
は
江
戸
の
範
囲
を
明

確
に
示
し
た
書
類
が
な
い
た
め
回
答
が
で
き
な
い
と
し
、

若
年
寄
に
伺
い
出
ま
し
た
。
取
り
調
べ
の
上
で
ひ
と
ま

ず
出
た
結
論
は
、
後
に
絵
図
と
記
録
を
一
体
化
さ
せ
た

一
枚
の
絵
図
資
料
と
し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
図

と
そ
こ
に
書
き
込
ま
れ
た
文
言
か
ら
、
一
八
一
八
年
に

出
さ
れ
た
結
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
確
か

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

墨
筋
と
朱
引
、
御
府
内
の
確
定

図
２
–
１
は
「
旧
き
ゆ
う

江え

戸ど

朱し
ゆ

引び
き

内な
い

図ず

」
と
称
さ
れ
る
も

の
で
、
そ
の
名
称
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
明
治
時
代
に
入

っ
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
写
し
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
絵
図
の
右
上
部
に
は
、
右
の
枠
内
に
記
し
た
内

容
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
一
連
の
評
議
の
流
れ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

目
付
牧
野
助
右
衛
門
の
伺
い
を
受
理
し
た
若
年
寄
植

村
駿
河
守
は
勘
定
奉
行
に
取
り
調
べ
を
命
じ
ま
し
た
。

勘
定
奉
行
は
検
討
の
結
果
を
い
っ
た
ん
評
定
所
に
相

談
し
ま
す
。
評
定
所
と
は
い
わ
ば
幕
府
の
最
高
裁
判
所

で
、
寺
社
・
町
・
勘
定
の
三さ
ん
ぶ
ぎ
よ
う

奉
行
が
評
定
所
一
座
と
し

て
審
理
に
当
た
り
ま
し
た
。
そ
の
評
定
所
と
の
相
談
を

ふ
ま
え
て
、
勘
定
奉
行
が
若
年
寄
あ
る
い
は
老
中
に
審

議
結
果
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
御
右
筆
か
ら
そ
の
内
容

を
絵
図
に
し
て
再
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
御
右
筆
」
と
は
老
中
・
若
年
寄
の
政
務
補
佐
官

と
も
い
え
る
奥お
く

右ゆ
う

筆ひ
つ

で
す
。
そ
こ
で
、
勘
定
奉
行
は

「
寺
社
奉
行
御
府
内
勧
化
絵
図
」
と
い
う
既
成
の
絵
図

を
元
に
し
、
そ
こ
に
「
町
奉
行
ニ
テ
支
配
場
境
墨
筋
」

を
書
き
込
ん
だ
も
の
を
再
提
出
し
た
の
で
す
。
　

こ
の
一
連
の
評
議
の
結
果
、「
絵
図
面
朱
引
き
の
内

を
御
府
内
と
相
心
得
」
る
こ
と
が
決
定
し
た
の
で
す
。

3-1 「旧江戸朱引内図」（東京都公文書館蔵）

江
戸
時
代
も
後
期
に
入
っ
た
一
八
一
八
（
文
政
元
）
年
、
幕
府
の
主
要
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
間
で
、

江
戸
の
範
囲
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
司
法
・
行
政
の
中
枢
を
担
う
人
々
が
明
確
な
境
界
を

知
ら
な
い
と
い
う
都
市
江
戸
。
改
め
て
共
通
理
解
と
さ
れ
た
「
御ご

府ふ

内な
い

」
と
は
ど
の
よ
う
な
範

囲
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

第
三
節

御
府
内
│
江
戸
の
範
囲
を
決
め
る
と
き
│
　西
木
浩
一

黒線（墨筋）　町奉行所の支配場の境界。
赤線（朱引）　全国の寺院や神社が，事前に寺社奉
行の許可を得て，許されて募金活動を展開できる，
御免勧化の範囲。

日
光
道

足
立
郡

葛
飾
郡

御城

中
山
道

豊
島
郡

多
摩
郡

甲
州
道

荏
原
郡

東 海 道

現

語
代

訳

文
政
元
年
八
月
に
目め

付つ
け
牧ま
き
野の

助す
け
左ざ

衛え

門も
ん

（
正
し
く
は
助
右
衛
門
）
か
ら
申
し
上
げ
た

御
府
内
と
そ
の
外
と
の
境
界
線
に
つ
い
て
、
若わ

か
年ど

し
寄よ

り
植う

え
村む

ら
駿す

る
河が

の
守か

み
か
ら
勘

か
ん
じ
よ
う
ぶ
ぎ
よ
う

定
奉
行

に
お
い
て
評
議
す
る
よ
う
指
示
す
る
書か

き
付つ

け
が
下
げ
渡
さ
れ
た
。
た
だ
ち
に
勘
定
奉

行
は
評
議
し
、
そ
の
内
容
を
、
評

ひ
よ
う
じ
よ
う
し
よ

定
所
に
も
相
談
の
上
で
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
絵

図
に
し
て
再
提
出
す
る
よ
う
御ご

右ゆ
う

筆ひ
つ

か
ら
指
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
寺じ

社し
や

奉ぶ
ぎ

行よ
う

が
作

成
し
て
い
た
「
御
府
内
勧
化
絵
図
」
を
元
に
、
町ま
ち
奉ぶ
ぎ
行よ
う
方か
た
で
町
奉
行
支
配
場
を
黒

い
墨
で
書
き
入
れ
、
そ
れ
を
勘
定
奉
行
方
で
取
り
調
べ
た
上
で
上
申
し
た
と
こ
ろ
、

同
年
十
二
月
、
老ろ
う
じ
ゆ
う
あ
べ
び
つ
ち
ゆ
う
の
か
み

中
阿
部
備
中
守
か
ら
差
図
が
あ
っ
た
。
左
の
通
り
（
こ
の
書
付

本
文
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）。

（「
書
付
」
に
対
し
て
目
付
牧
野
助
右
衛
門
が
承
知
の
旨
を
付
箋
に
記
し
た
文
言
）  

書

面
伺
い
の
通
り
、
別
紙
絵
図
面
の
朱
引
き
線
の
内
側
を
御
府
内
と
心
得
、

今
後
問
い
合
わ
せ
を
し
て
き
た
向
々
へ
は
、
そ
の
よ
う
に
挨
拶
す
る
よ
う

仰
せ
渡
さ
れ
、
承
知
致
し
ま
し
た
。
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釈
文 

（
／
は
改
行
）

文
政
元
寅
年
八
月
、
御
目
附
牧
野
助
左
衛
門
申
上
候
御
府
内
外
境
筋
の
儀
、
／
御
勘
定

奉
行
に
て
評
議
致
し
候
様
駿
河
守
殿
御
渡
し
、
則
ち
評
議
の
趣
評
定
所
一
座
え
／
相
談

の
上
、
評
議
書
上
候
処
、
絵
図
に
致
し
差
上
候
様
御
右
筆
申
し
聞
け
候
に
つ
き
、
寺
社

／
奉
行
御
府
内
勧
化
絵
図
を
元
に
致
、
町
奉
行
に
て
支
配
場
境
墨
筋
を
入
れ
差
し
越
し

／
取
調
候
上
上
げ
候
処
、
同
年
十
二
月
、
備
中
守
殿
よ
り
御
差
図
有
之
、
左
の
通
り
、

　
　
　
　
　
御
目
付

　
　
　
　
　
承
り
付
け

（
以
下
略
）　
　
＊ 

右
の
枠
内
で
牧
野
の
野
の
字
が
な
い
の
は
片
名
字
と
い
わ
れ
、
宛
先
へ
の
敬
意
を
示

す
表
現
で
あ
る
。

書
面
伺
い
の
通
り
、
別
紙
絵
図
面
朱
引
き
の
内
を
御
府
内

と
相
心
得
、
問
合
候
向
々
へ
挨
拶
致
す
べ
き
旨
仰
せ
渡
さ

れ
、
承
知
奉
り
候
。

　
寅
　
十
二
月
廿
四
日 

牧
助
左
衛
門

みる
江
戸
の
範
囲
が
わ
か
ら
な
い

江
戸
時
代
も
後
期
に
入
っ
た
一
八
一
八 

（
文
政
元
）

年
九
月
、
目
付
を
勤
め
る
牧
野
助
右
衛
門
は
、「
御
府

内
之
境
目
」
は
ど
こ
な
の
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
を
受

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
目
付
方
に
は
江
戸
の
範
囲
を
明

確
に
示
し
た
書
類
が
な
い
た
め
回
答
が
で
き
な
い
と
し
、

若
年
寄
に
伺
い
出
ま
し
た
。
取
り
調
べ
の
上
で
ひ
と
ま

ず
出
た
結
論
は
、
後
に
絵
図
と
記
録
を
一
体
化
さ
せ
た

一
枚
の
絵
図
資
料
と
し
て
残
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
図

と
そ
こ
に
書
き
込
ま
れ
た
文
言
か
ら
、
一
八
一
八
年
に

出
さ
れ
た
結
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
確
か

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

墨
筋
と
朱
引
、
御
府
内
の
確
定

図
２
–
１
は
「
旧
き
ゆ
う

江え

戸ど

朱し
ゆ

引び
き

内な
い

図ず

」
と
称
さ
れ
る
も

の
で
、
そ
の
名
称
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
明
治
時
代
に
入

っ
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
写
し
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
絵
図
の
右
上
部
に
は
、
右
の
枠
内
に
記
し
た
内

容
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
一
連
の
評
議
の
流
れ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

目
付
牧
野
助
右
衛
門
の
伺
い
を
受
理
し
た
若
年
寄
植

村
駿
河
守
は
勘
定
奉
行
に
取
り
調
べ
を
命
じ
ま
し
た
。

勘
定
奉
行
は
検
討
の
結
果
を
い
っ
た
ん
評
定
所
に
相

談
し
ま
す
。
評
定
所
と
は
い
わ
ば
幕
府
の
最
高
裁
判
所

で
、
寺
社
・
町
・
勘
定
の
三さ
ん
ぶ
ぎ
よ
う

奉
行
が
評
定
所
一
座
と
し

て
審
理
に
当
た
り
ま
し
た
。
そ
の
評
定
所
と
の
相
談
を

ふ
ま
え
て
、
勘
定
奉
行
が
若
年
寄
あ
る
い
は
老
中
に
審

議
結
果
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
御
右
筆
か
ら
そ
の
内
容

を
絵
図
に
し
て
再
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
御
右
筆
」
と
は
老
中
・
若
年
寄
の
政
務
補
佐
官

と
も
い
え
る
奥お
く

右ゆ
う

筆ひ
つ

で
す
。
そ
こ
で
、
勘
定
奉
行
は

「
寺
社
奉
行
御
府
内
勧
化
絵
図
」
と
い
う
既
成
の
絵
図

を
元
に
し
、
そ
こ
に
「
町
奉
行
ニ
テ
支
配
場
境
墨
筋
」

を
書
き
込
ん
だ
も
の
を
再
提
出
し
た
の
で
す
。
　

こ
の
一
連
の
評
議
の
結
果
、「
絵
図
面
朱
引
き
の
内

を
御
府
内
と
相
心
得
」
る
こ
と
が
決
定
し
た
の
で
す
。

3-1 「旧江戸朱引内図」（東京都公文書館蔵）

江
戸
時
代
も
後
期
に
入
っ
た
一
八
一
八
（
文
政
元
）
年
、
幕
府
の
主
要
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
間
で
、

江
戸
の
範
囲
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
司
法
・
行
政
の
中
枢
を
担
う
人
々
が
明
確
な
境
界
を

知
ら
な
い
と
い
う
都
市
江
戸
。
改
め
て
共
通
理
解
と
さ
れ
た
「
御ご

府ふ

内な
い

」
と
は
ど
の
よ
う
な
範

囲
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

第
三
節

御
府
内
│
江
戸
の
範
囲
を
決
め
る
と
き
│
　西
木
浩
一

黒線（墨筋）　町奉行所の支配場の境界。
赤線（朱引）　全国の寺院や神社が，事前に寺社奉
行の許可を得て，許されて募金活動を展開できる，
御免勧化の範囲。

日
光
道

足
立
郡

葛
飾
郡

御城

中
山
道

豊
島
郡

多
摩
郡

甲
州
道

荏
原
郡

東 海 道

現

語
代

訳

文
政
元
年
八
月
に
目め

付つ
け
牧ま
き
野の

助す
け
左ざ

衛え

門も
ん

（
正
し
く
は
助
右
衛
門
）
か
ら
申
し
上
げ
た

御
府
内
と
そ
の
外
と
の
境
界
線
に
つ
い
て
、
若わ
か

年ど
し

寄よ
り

植う
え

村む
ら

駿す
る

河が
の

守か
み

か
ら
勘

か
ん
じ
よ
う
ぶ
ぎ
よ
う

定
奉
行

に
お
い
て
評
議
す
る
よ
う
指
示
す
る
書か

き
付つ

け
が
下
げ
渡
さ
れ
た
。
た
だ
ち
に
勘
定
奉

行
は
評
議
し
、
そ
の
内
容
を
、
評

ひ
よ
う
じ
よ
う
し
よ

定
所
に
も
相
談
の
上
で
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
絵

図
に
し
て
再
提
出
す
る
よ
う
御ご

右ゆ
う

筆ひ
つ

か
ら
指
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
寺じ

社し
や

奉ぶ
ぎ

行よ
う

が
作

成
し
て
い
た
「
御
府
内
勧
化
絵
図
」
を
元
に
、
町ま
ち
奉ぶ
ぎ
行よ
う
方か
た
で
町
奉
行
支
配
場
を
黒

い
墨
で
書
き
入
れ
、
そ
れ
を
勘
定
奉
行
方
で
取
り
調
べ
た
上
で
上
申
し
た
と
こ
ろ
、

同
年
十
二
月
、
老ろ
う
じ
ゆ
う
あ
べ
び
つ
ち
ゆ
う
の
か
み

中
阿
部
備
中
守
か
ら
差
図
が
あ
っ
た
。
左
の
通
り
（
こ
の
書
付

本
文
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）。

（「
書
付
」
に
対
し
て
目
付
牧
野
助
右
衛
門
が
承
知
の
旨
を
付
箋
に
記
し
た
文
言
）  

書

面
伺
い
の
通
り
、
別
紙
絵
図
面
の
朱
引
き
線
の
内
側
を
御
府
内
と
心
得
、

今
後
問
い
合
わ
せ
を
し
て
き
た
向
々
へ
は
、
そ
の
よ
う
に
挨
拶
す
る
よ
う

仰
せ
渡
さ
れ
、
承
知
致
し
ま
し
た
。
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よむ

皇
居
と
隅
田
川
周
辺
の
地
形

図
１
－
３
は
、
皇
居
（
旧
江
戸
城
）
周
辺
か
ら
北
部

の
地
形
を
示
し
て
い
ま
す
。
水
色
は
河
川
や
城
濠
、
堀
、

運
河
な
ど
の
水
面
を
表
し
て
い
ま
す
。
緑
か
ら
茶
色
へ

い
く
に
従
っ
て
標
高
が
高
く
な
り
、
同
色
で
も
よ
り
濃

い
色
で
あ
る
ほ
ど
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
色
か
ら
、
江
戸
城
は
南
北
に
走
る
段
丘
の
北
端
と
、

そ
こ
へ
向
か
う
谷
筋
の
出
口
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
段
丘
の
東
側
で
南
下
す
る
河
川
は
隅
田
川
①

で
す
。
今
日
の
隅
田
川
は
荒
川
の
支
流
に
み
え
ま
す
が
、

江
戸
時
代
に
は
荒
川
の
下
流
部
分
で
し
た
。
現
在
、
隅

田
川
の
東
側
に
あ
る
荒
川
（
下
流
）
②
は
、
一
九
一
〇

（
明
治
四
十
三
）
年
の
大
水
害
を
機
に
開
削
さ
れ
た
放
水

路
で
す
。
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
通
水
、
一
九

三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
完
成
し
ま
す
。

日
比
谷
入
江
③
の
痕
跡
は
、
江
戸
城
東
南
の
日
比
谷

公
園
の
東
側
低
地
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
東
に
は

外
濠
が
南
北
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
道
路
と
し

て
埋
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
低
地
は
新
橋
付
近
か

ら
江
戸
湾
へ
続
く
も
の
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
銀
座
、
日

本
橋
④
へ
と
向
か
う
微
高
地
が
緑
色
で
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
神
田
台
地
の
南
端
部
で
も
あ
り
ま
す
。

図
１
－
３
の
隅
田
川
を
上
流
へ
た
ど
っ
た
左
右
に
あ

る
赤
い
線
は
、
江
戸
時
代
に
存
在
し
た
堤
防
の
位
置
を

示
し
て
い
ま
す
。
右
に
向
か
っ
て
延
び
る
線
は
墨ぼ
く

堤て
い⑤

、

左
へ
延
び
る
線
は
日
本
堤
⑥
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
地
形
を
人
為
的
に
変
化
さ
せ
た
目
的
を
、

整
備
の
経
過
と
埋
立
の
状
況
を
伝
え
る
関
係
史
料
か
ら

探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

神
田
駿
河
台
の
開
削
と
神
田
川

「
続
年
録
記
」（『
東
京
市
史
稿 

市
街
篇
第
四
』）
に
は
以

下
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

当
秋
○
元
和
六
年
。
初
、
神
田
御
堀
普
請
、
惣
奉

行
松
平
右
衛
門
大
夫
○
正
綱
。
土
手
普
請
奉
行
阿

部
四
郎
五
郎
也
。

十
一
月
廿
五
日
○
元
和
六
年
。
神
田
台
御
堀
普
請

御
見
物
に
御
出
。

こ
の
史
料
か
ら
一
六
二
〇
（
元
和
六
）
年
の
初
秋
か

ら
神
田
駿
河
台
の
開
削
に
よ
り
、
神
田
川
が
東
の
浅
草

方
面
に
向
け
ら
れ
、
沿
川
に
堤
が
築
か
れ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
十
一
月
の
「
御
見
物
」
は
二
代
将
軍
秀
忠

に
よ
る
も
の
で
す
。
神
田
駿
河
台
の
谷
間
⑦
は
そ
の
後

も
拡
張
、
補
修
な
ど
、
手
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

隅
田
川
と
日
本
堤
の
築
堤
、
そ
し
て
墨
堤

日
本
堤
は
神
田
川
の
付
替
え
と
同
じ
一
六
二
〇
年
に

築
堤
さ
れ
、「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」（『
東
京
市
史
稿 

市

街
篇
第
四
』）
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

日
本
堤
　
荒
川
の
大
堤
な
り
。
南
の
方
聖
天
町
よ

り
北
の
方
三
之
輪
町
に
至
る
。（
中
略
）
新
吉
原
町

に
入
道
な
り
。
爰こ
こ

よ
り
南
聖
天
町
ま
て
長
二
百
四

十
間
、
馬ば

踏ふ
み

及
新
吉
原
町
附
の
な
た
れ
と
も
彼
町

に
て
修
理
す
。
東
の
方
今
戸
の
田
畑
に
傍
し
な
た

れ
は
、
今
戸
町
の
持
な
り
。
又
衣え

紋も
ん

坂ざ
か

よ
り
北
の

方
三
之
輪
町
に
至
る
ま
て
長
二
百
四
十
間
馬
踏
雨

な
た
れ
と
も
に
御
普
請
所
に
て
、
同
町
に
て
預
れ

り
。
馬
踏
四
間
高
一
丈
。
紫
一
本
ニ
云
、
曰
本
国

の
諸
大
名
集
り
て
築
給
ふ
、
江
戸
水
除
の
土
手
な

れ
は
、
か
く
名
付
し
と
。
洞ど
う

房ほ
う

語ご

園え
ん

に
、
元
和
六

年
台
命
あ
り
て
在
府
の
諸
侯
家
々
の
旌せ
い

幟し

を
建
、

前
後
六
十
余
日
に
て
成
就
し
た
れ
は
名
付
と
。

ま
た
、「
洞
房
語
園
異
本
」（『
東
京
市
史
稿 

市
街
篇
第

四
』）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

元
和
五
年
に
大
水
あ
つ
て
、
浅
草
下
谷
並
本
所
の

辺
そ
の
災
を
被
り
し
こ
と
古
日
記
に
見
へ
た
り
。

因
て
此
堤
を
築
か
れ
し
な
り
。
諸
書
に
其
事
を
云

は
す
、
故
ニ
堤
の
出
来
し
所
以
に
暗
し
。

重
要
な
こ
と
は
、
一
六
一
九
（
元
和
五
）
年
の
築
堤

理
由
が
前
年
の
洪
水
に
よ
る
と
い
う
点
で
す
。
こ
の
洪

水
に
つ
い
て
は
、
次
に
紹
介
す
る
「
元げ
ん

寛か
ん

日
記
」
に
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

一�

、
八
月
十
日
　
天
下
一
同
洪
水
、
田
畑
大
損
亡
、

民
屋
漂
流
、
人
民
牛
馬
犬
雞
溺
事
夥
、
故
飢
死

者
満
街

従
来
、
神
田
川
と
日
本
堤
、
墨
堤
に
よ
る
江
戸
の
治

水
体
系
が
、
こ
の
洪
水
を
契
機
に
形
作
ら
れ
た
こ
と
は

あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
墨
堤
の

築
堤
さ
れ
た
時
期
を
江
戸
時
代
以
前
と
す
る
説
（
こ
こ

で
は
元
和
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
す
る
）
が
あ
っ
た
り
、
墨

堤
の
上
流
に
は
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
三
）
に
築
造

さ
れ
た
と
い
う
説
の
あ
る
熊く
ま

谷が
や

堤つ
づ
みも

続
い
て
い
た
こ
と

か
ら
、
隅
田
川
左
岸
の
築
堤
は
古
く
か
ら
進
め
ら
れ
て

い
た
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

こ
れ
ら
の
史
料
よ
り
、
日
本
堤
は
荒
川
（
＝
現
隅
田

川
）
の
大
堤
防
と
さ
れ
、
浅
草
寺
付
近
よ
り
上
流
の
山さ
ん

谷や

堀ぼ
り

の
南
側
（
右
岸
）
に
沿
っ
て
延
長
四
八
〇
間
（
八
七

二
・
七
ｍ
、
一
三
町
余
と
す
る
史
料
も
あ
り
）、
三
ノ
輪
ま
で

続
い
て
い
ま
し
た
。
一
六
五
六
（
明
暦
二
）
年
、
そ
の

中
間
に
新
吉
原
⑨
が
造
成
さ
れ
ま
す
。
堤
の
断
面
は
馬

踏
（
＝
天て
ん

端ば

）
幅
四
間
（
七
・
二
七
ｍ
）、
高
さ
一
丈

（
三
・
〇
三
ｍ
）
で
す
。
日
本
国
の
諸
大
名
に
よ
り
築
か

れ
た
と
い
う
こ
と
が
そ
の
名
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
六
二
〇
年
以
降
、
隅
田
川
の
浅
草
寺
⑩
付
近
か
ら

上
流
へ
向
け
て
開
く
堤
防
が
両
岸
に
存
在
し
、
そ
の
上

流
一
帯
は
洪
水
時
の
遊
水
地
と
な
る
こ
と
で
、
江
戸
の

治
水
は
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
洪
水
が
日
本
堤
の
高
さ
を

越
え
た
場
合
、
水
は
低
地
を
神
田
川
ま
で
下
り
ま
す
が
、

神
田
川
の
右
岸
（
＝
南
側
）
に
築
堤
さ
れ
た
柳や
な

原ぎ
わ
ら

土
手

⑪
（
＝
堤
防
）
に
よ
っ
て
江
戸
城
下
は
守
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
付
替
え
ら
れ
た
神
田
川
の
水
面
は
、
隅
田
川

方
面
か
ら
水
道
橋
、
飯
田
橋
方
面
⑫
へ
の
舟
運
路
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

江
戸
の
洪
水
対
策
と
築
堤

①隅田川	
④銀座・日本橋	 ⑦神田駿河台の開削地	 ⑩浅草寺　

②「荒川下流」	
⑤墨堤	

⑧山谷堀（詳細は18頁）	 ⑪柳原土手

③日比谷入江	
⑥日本堤	

⑨新吉原	
⑫水道橋・飯田橋

1-3 皇居と隅田川周辺の現況地形（国土地理院刊行「数値地図25000（地図画像,平成14 年式）（東京）」と 

「基盤地図情報 ５ｍ」を『カシミール３Ｄ』により合成）

①

⑤
⑧

⑩

⑪

⑫
⑦

③
④

⑥

⑨

②
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あるく
東
京
市
内
外
交
通
調
査
会
で
は
、
新
橋
か
ら
東
京
駅

を
へ
て
日
本
橋
、
万ま
ん

世せ
い

橋ば
し

に
い
た
る
一
帯
を
東
京
の
交

通
の
中
心
と
し
て
想
定
し
ま
し
た
。
こ
の
一
帯
は
、
現

在
で
も
当
時
の
東
京
の
都
市
交
通
の
状
況
を
凝
縮
し
て

み
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
で
す
。

明
治
時
代
、
東
京
の
南
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
新
橋
駅
で

し
た
が
、
そ
こ
か
ら
北
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
上
野
駅

の
間
は
密
集
し
た
市
街
地
で
あ
り
、
両
者
を
直
接
結
ぶ

鉄
道
路
線
は
、
長
ら
く
完
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
大
正
時
代
に
入
り
、
東
京
中
央
停
車
場
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
今
の
東
京
駅
で
す
。
現
在
、
近
年
復

元
さ
れ
た
駅
舎
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
後
の
区
間
で
煉レ
ン

瓦ガ

造
り
の
高
架
橋
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
甲
武
鉄
道
を
引
き
継
い
だ
、
今
の
中
央
線
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ
た
の
が
、
一
九
一
二

（
明
治
四
十
五
）
年
に
開
業
し
た
国
有
鉄
道
の
万
世
橋
駅

で
し
た
。
辰た
つ

野の

金き
ん

吾ご

設
計
の
煉
瓦
造
り
の
建
物
と
そ
の

前
に
建
設
さ
れ
た
広ひ
ろ

瀬せ

武た
け

夫お

中
佐
の
銅
像
は
、
当
時
の

東
京
名
所
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ

の
駅
前
の
須す

田だ
ち

町よ
う

交
差
点
で
は
、
東
京
市
電
の
路
線
が

南
北
東
西
方
向
に
交
差
す
る
な
ど
、
東
京
の
市
内
交
通

の
要
衝
で
も
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
万
世
橋
駅
の
最
盛
期
は
長
く
は
続
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
九
一
七
（
大
正
八
）
年
に
は
中
央
線

が
東
京
駅
ま
で
延
伸
さ
れ
、
起
点
と
し
て
の
位
置
づ
け

か
ら
外
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
赤

煉
瓦
の
駅
舎
は
焼
失
し
、
震
災
復
興
事
業
に
よ
っ
て
周

辺
の
道
路
は
付
け
替
え
ら
れ
、
須
田
町
交
差
点
も
神
田

方
向
に
移
転
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

万
世
橋
駅
は
戦
時
中
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
、

そ
の
跡
地
①
は
再
開
発
さ
れ
、
構
内
の
階
段
や
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
ど
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在

展
示
さ
れ
て
い
る
、
図
２
－
３
の
ジ
オ
ラ
マ
と
比
較
す

る
と
、
建
物
以
外
の
構
造
物
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
跡
地
の
一
部
は
長

ら
く
交
通
博
物
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
再
開
発
さ
れ
て
Ｊ
Ｒ
神
田
万
世
橋
ビ
ル
②
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ビ
ル
は
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
で
す

が
、
建
っ
て
い
る
場
所
は
か
つ
て
の
煉
瓦
造
り
の
駅
舎

と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
で
す
。

一
方
、
東
京
地
下
鉄
道
の
工
事
は
浅
草
か
ら
上
野
を

へ
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
九
三
〇
（
昭
和

五
）
年
に
万
世
橋
仮
駅
を
開
業
し
ま
す
。
こ
れ
は
神
田

川
の
下
を
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
が
未
完
成
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
現
在
で
も
家
電
量
販
店
の
前
に
駅
へ
通
じ
る
通
路

の
跡
③
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
九
三
一
年
、
東

京
地
下
鉄
道
は
神
田
か
ら
新
橋
ま
で
延
長
開
業
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
地
下
鉄
神
田
駅
か
ら
東
京
市
電
の
要
衝

で
あ
っ
た
須
田
町
交
差
点
ま
で
地
下
道
④
で
結
ば
れ
、

そ
の
間
に
は
商
店
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
日
本

最
初
の
地
下
街
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
地
下
道
は

大
き
く
改
造
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
下
道
自
体
は
戦
後
東

京
都
電
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
、
現
役
で
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
も
歩
く
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
か
つ
て

と
異
な
り
地
上

に
上
が
っ
て
も

都
電
が
走
っ
て

い
る
姿
を
み
る

こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

関
東
大
震
災

に
よ
っ
て
、
新

橋
・
東
京
と
上

野
を
つ
な
ぐ
鉄

道
路
線
が
完
成 し

た
こ
と
は
「
み
る
」
で
述
べ
た
通
り
で
す
。

さ
ら
に
、
千
葉
方
面
へ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
も
と
も
と

両
国
駅
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
隅
田
川

を
渡
っ
て
御
茶
ノ
水
で
中
央
線
に
接
続
さ
せ
て
、
省
線

電
車
を
走
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
震
災
後
に
建

設
さ
れ
た
二
つ
の
省
線
電
車
路
線
の
結
節
点
と
し
て
新

築
さ
れ
た
の
が
、
秋
葉
原
駅
⑤
で
し
た
。

近
年
、
秋
葉
原
駅
周
辺
は
再
開
発
に
よ
り
大
き
く
変

貌
し
ま
し
た
が
、
三
階
建
の
駅
構
造
は
昭
和
の
は
じ
め

か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

2-3 万世橋駅
界隈の模型

②「万世橋駅の惨状」（関東大震災絵葉書『東京大災害の

実況 第一集』）　

②万世橋駅跡にあるＪＲ神田万世橋ビル

④地下鉄神田駅から須田町交差点へ

と続く地下道
③東京地下鉄道万世橋仮駅へ

の出入口跡

万
世
橋
と
秋
葉
原
駅

①現在の万世橋駅跡　

秋葉原

神田川中央本線

都営新宿線

須田町交差点

神田

山
手
線

銀
座
線

総武本線

①

②

④

③

⑤

24

25 第二節　鉄道
・地下鉄

第

一
章

都
市
の
イ
ン
フ
ラ
基
盤
（
仮
）

2-4 秋葉原・
神田周辺

東京の歴史_03巻_1章.indd   24-25

17/08/25   11:47

《
組
見
本
（
60
％
縮
小
）》

古
文
書
や
記
録
、

絵
図
・
地
図
・
写
真

を
基
本
史
料
と

し
て
一
点
取
り
上

げ
、わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

「
み
る
」の
基
本
史

料
を
て
い
ね
い
に

読
み
解
き
、関
連

す
る
史
料
や
事
項

に
も
触
れ
な
が
ら

歴
史
の
事
実
に
迫

り
ま
す
。

「
み
る
」「
よ
む
」で
得

ら
れ
た
知
識
を
も
と

に
、関
係
す
る
史
跡
や

現
状
を
辿
る
案
内
や
、

さ
ら
に
深
い
歴
史
に

む
か
っ
て〝
あ
る
く
〟道

筋
を
記
し
ま
す
。



「

地
帯
編
７
冊

　
主な内容

序
章　

江
戸
を
受
け
継
ぐ
都
心
の
空
間
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

陣
内
秀
信

第
一
章　

千
代
田
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

櫻
井
良
樹

江
戸
城
―
皇
居
・
北
の
丸
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

後
藤
宏
樹

『
江
戸
図
屏
風
』に
み
る
丸
の
内
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

後
藤
宏
樹

切
り
絵
図
を
生
ん
だ
番
町
・
麹
町
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

滝
口
正
哉

神
田
神
保
町
の
移
り
変
わ
り
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

滝
口
正
哉

商
人
の
町
、神
田
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

滝
口
正
哉

第
二
章　

港
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

西
木
浩
一

増
上
寺
・
将
軍
家
霊
廟
・
芝
公
園
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

西
木
浩
一

麻
布
の
地
形
と
邸
宅
跡
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

髙
山　

優

赤
坂
檜
町
長
州
藩
邸
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

髙
山　

優

高
輪
・
三
田
―「
大
使
館
の
街
」の
源
流
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

西
木
浩
一

芝
浦
の
賑
わ
い
と
花
街
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

髙
山　

優

第
三
章　

新
宿
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
木　

靖

新
宿
東
口
―
宿
場
町
か
ら
巨
大
盛
り
場
へ
―
・・
・
・
・
・
・
・
・

陣
内
秀
信

戦
前
の
新
宿
駅
西
口
開
発
計
画
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
木　

靖

戸
山
―
尾
張
藩
下
屋
敷
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
木　

靖

江
戸
の
四
谷
―「
人
別
書
上
控
」に
み
る
住
人
た
ち
―
・
鈴
木　

靖

牛
込
・
神
楽
坂
の
中
世
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

今
野
慶
信

第
四
章　

文
京
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

町
田　

聡

向
ヶ
岡
と
弥
生
町
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

原　

祐
一

根
津
権
現
と
門
前
町
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

町
田　

聡

神
田
上
水
大
洗
堰
と
水
番
人
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

町
田　

聡

音
羽
地
域
に
住
ん
だ
紙
漉
き
職
人
た
ち
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

町
田　

聡

空
か
ら
み
た
関
東
大
震
災
前
の
本
郷
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

加
藤
芳
典

東
京
駅
を
有
す
丸
の
内
、
官
庁
の
建
ち
並
ぶ
霞
が
関
、
花
街
の
赤
坂
・
神か
ぐ
ら楽
坂
、
土
器
名
発
祥
の
弥

生
町
。
都
心
に
位
置
し
、
首
都
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
濃
密
に
過
去
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

何
が
ど
う
受
け
継
が
れ
、
今
を
形
づ
く
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

4

千
代
田
区
・
港
区
・
新
宿
区
・
文
京
区
（
地
帯
編
１
）

崖
線
か
ら
の
湧
き
水
が
人
び
と
の
生
活
を
潤
し
た
立
川
段
丘
、
宅
地
化
事
業
に
広
大
な
土

地
を
提
供
し
た
多
摩
丘
陵
、
水
や
森
林
資
源
を
は
じ
め
国
立
公
園
な
ど
の
観
光
資
源
を

提
供
す
る
奥
多
摩
。
開
発
と
豊
か
な
自
然
が
織
り
な
す
多
摩
地
域
の
歴
史
を
探
り
ま
す
。

9

多
摩
Ⅰ
（
地
帯
編
６
）

　
主な内容

序
章　

豊
か
な
自
然
の
な
か
の
暮
ら
し
、

         

「
首
都
」江
戸･

東
京
を
支
え
続
け
て
・・
・
・
・

池　
　

享

第
一
章　

国
立
市
・
立
川
市
・
昭
島
市
・
福
生
市

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

池　
　

享

ハ
ケ
と
人
び
と
の
暮
ら
し
―
国
立
市
―
・
・
・
・
・

池　
　

享

雑
木
林
か
ら
学
園
都
市
へ
―
国
立
市
―
・
・
・
・
・

石
居
人
也

立
河
氏
と
普
済
寺
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

徳
永
裕
之

軍
都
と
基
地
―
立
川
市
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

齊
藤　

勉

多
摩
の
水
車
―
伝
統
産
業
と
福
生
の
酒
蔵
―
・鈴
木
芳
行

第
二
章　

 

稲
城
市
・
多
摩
市
・
町
田
市
・
日
野
市
・ 

八
王
子
市
の
先
史
か
ら
幕
末

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

池　
　

享

多
摩
丘
陵
の
遺
跡
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

舘
野　

孝

戦
国
時
代
の
関
戸
宿
と
市
場
―
多
摩
市
―
・・
・

徳
永
裕
之

高
幡
高
麗
氏
と
得
恒
郷
・
船
木
田
荘
・・
・
・
・
・
・
・
・

徳
永
裕
之

長
井
氏
と
横
山
荘
―
八
王
子
市
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・

徳
永
裕
之

改
革
組
合
・
武
州
農
兵
・
新
選
組
―
町
田
市
―
・・

石
居
人
也

第
三
章　

 

稲
城
市
・
多
摩
市
・
町
田
市
・
日
野
市
・
八
王
子
市

の
近
現
代

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

石
居
人
也

多
摩
川
と
生
活
―
稲
城
市
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

石
居
人
也

八
王
子
の
市
と
織
物
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
木
芳
行

絹
の
道
を
あ
る
く
―
八
王
子
市
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・

石
居
人
也

高
尾
山
と
多
摩
陵
―
八
王
子
市
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・

石
居
人
也

宿
場
と
台
地
と
丘
陵
と
―
日
野
市
―
・
・
・
・
・
・
・

石
居
人
也

第
四
章　

 

羽
村
市
・
青
梅
市
・
あ
き
る
野
市
・
日
の
出
町
・ 

奥
多
摩
町
・
檜
原
村

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

保
坂
一
房

谷
口
集
落
と
定
期
市
―
青
梅
市
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・

保
坂
一
房

玉
川
上
水
羽
村
堰
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

保
坂
一
房

五
日
市
憲
法
草
案
の
ふ
る
里
―
あ
き
る
野
市
―
・保
坂
一
房

水
源
林
と
小
河
内
貯
水
池
の
建
設
―
奥
多
摩
町
―
・保
坂
一
房

自
然
公
園
の
成
立
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

保
坂
一
房

　
主な内容

序
章　

東
京
低
地
の
四
つ
の
区
と
隅
田
川
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

第
一
章　

中
央
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

陣
内
秀
信

物
流
の
一
大
拠
点
・
日
本
橋
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

増
山
一
成

巨
大
城
下
町
を
支
え
る
日
本
橋
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

増
山
一
成

銀
座
―
開
化
流
行
の
象
徴
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

増
山
一
成

築
地
―
重
層
す
る
歴
史
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

増
山
一
成

佃
・
月
島
―
臨
海
部
の
生
業
と
暮
ら
し
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

増
山
一
成

第
二
章　

台
東
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

不
忍
池
の
水
辺
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
松
愛
子

上
野
山
下
の
広
場
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
林
信
也

盛
り
場
・
浅
草
の
近
代
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

栢
木
ま
ど
か

新
吉
原
遊
廓
の
社
会
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

横
山
百
合
子

芝
居
地
・
猿
若
町
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

神
田
由
築

第
三
章　

墨
田
区
・
江
東
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

髙
山
慶
子

墨
東
―
本
所
・
向
島
の
世
界
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

髙
山
慶
子

深
川
―
海
と
川
と
の
共
生
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

髙
山
慶
子

描
か
れ
た
深
川
の
遊
所
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

浅
野
秀
剛

中
小
工
場
の
町
、本
所
・
深
川
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

今
泉
飛
鳥

大
震
災
と
大
空
襲
の
記
憶
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

西
村　

健

第
四
章　

隅
田
川
と
東
京
湾

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

絵
画
の
な
か
の
隅
田
川
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

浅
野
秀
剛

盛
り
場
・
両
国
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

隅
田
川
河
口
の
港
町
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

冨
川
武
史

御
台
場
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

冨
川
武
史

東
京
港
の
近
代
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

渡
邊
大
志

江
戸
東
京
の
中
心
日
本
橋
か
ら
京
橋
・
銀
座
、
市
場
で
賑
わ
う
築
地
、
大
寺
院
が
織
り
な
す
人
気
観

光
地
浅
草
・
上
野
、
水
路
が
巡
り
震
災
・
戦
災
の
記
憶
が
漂
う
本
所
・
深
川
。
江
戸
の
余
韻
を
湛
え

つ
つ
、
新
た
な
歴
史
を
築
く
隅
田
川
周
辺
の
特
徴
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

5

中
央
区
・
台
東
区
・
墨
田
区
・
江
東
区
（
地
帯
編
２
）

　
主な内容

序
章　

東
京
南
部
の
四
つ
の
区
と
多
摩
川
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

第
一
章　

品
川
区
・
目
黒
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

柘
植
信
行

品
川
と
い
ふ
津
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

柘
植
信
行

江
戸
の
周
縁
―
品
川
宿
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

柘
植
信
行

大
井
―
鎌
倉
時
代
に
始
ま
る
ま
ち
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

柘
植
信
行

目
黒
―
江
戸
周
縁
の
名
所
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

寺
門
雄
一

目
黒
の
軍
事
施
設
と
跡
地
利
用
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
律
人

第
二
章　

大
田
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
嶋
修
一

池
上
の
ま
ち
づ
く
り
と
本
門
寺
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
木
勇
一
郎

蒲
田
梅
屋
敷
と
郊
外
行
楽
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
嶋
修
一

海
苔
養
殖
の
村
―
大
森
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

出
口
宏
幸

洗
足
池
―
風
致
地
区
と
地
域
社
会
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
木
智
行

ま
ち
と
と
も
に
あ
る
工
業
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

今
泉
飛
鳥

第
三
章　

世
田
谷
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
嶋
修
一

世
田
谷
の
村
々
と
下
掃
除
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

角
和
裕
子

上
北
沢
村
と
検
地
帳
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

武
田
庸
二
郞

喜
多
見
村
と
御
犬
屋
敷
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

武
田
庸
二
郎

東
京
西
郊
の
土
地
整
理
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
嶋
修
一

駒
沢
―
幻
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
嶋
修
一

第
四
章　

多
摩
川
河
口
と
汽
水
域

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

田
園
調
布
古
墳
群
と
周
辺
の
遺
跡
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

松
崎
元
樹

多
摩
川
沿
岸
の
村
々
と
江
戸
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

角
和
裕
子

多
摩
川
の
河
原
と
百
姓
の
営
み
―
八
幡
塚
村
―
・・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

失
わ
れ
た
行
楽
地
―
羽
田
穴
守
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
木
勇
一
郎

東
京
飛
行
場
か
ら
羽
田
空
港
へ
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
木
勇
一
郎

海
に
臨
む
品
川
・
大
森
・
羽
田
。
江
戸
以
来
の
大
都
市
近
郊
行
楽
地
・
目
黒
。
世
田
谷
か
ら
大
田
へ

と
、
古
墳
や
遺
跡
が
連
な
る
多
摩
川
中
下
流
域
。
早
く
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
が
広
が
り
、
空
港
・
リ
ニ
ア

新
幹
線
な
ど
と
、
変
貌
続
け
る
二
三
区
の
南
部
を
み
つ
め
ま
す
。

6
品
川
区
・
大
田
区
・
目
黒
区
・
世
田
谷
区
（
地
帯
編
３
）

　
主な内容

序
章　

西
北
に
広
が
る
七
つ
の
特
別
区
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

西
木
浩
一

第
一
章　

渋
谷
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

田
原
光
泰

渋
谷
川
―
都
市
と
郊
外
の
は
ざ
ま
を
流
れ
る
川
―
・・
・
・
・

田
原
光
泰

複
雑
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
、渋
谷
駅
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

田
原
光
泰

恵
比
寿
―
ビ
ー
ル
工
場
か
ら
み
た
地
域
史
―
・・
・
・
・
・
・
・
・

田
原
光
泰

二
つ
の
原
宿
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

田
原
光
泰

明
治
神
宮
の
誕
生
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

今
泉
宜
子

第
二
章　

中
野
区
・
杉
並
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

寺
田
史
朗

象
が
い
た
村
、中
野
村
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

保
垣
孝
幸

堀
之
内
妙
法
寺
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

野
本
禎
司

東
京
の
西
郊
、高
井
戸
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

寺
田
史
朗

郊
外
住
宅
地
、荻
窪
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

寺
田
史
朗

日
本
住
宅
公
団
の
名
作
団
地
―
阿
佐
ヶ
谷
住
宅
―
・・
・
・
・

大
月
敏
雄

第
三
章　

板
橋
区
・
練
馬
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

渡
辺
嘉
之

板
橋
宿
の
発
展
と
加
賀
藩
下
屋
敷
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
政
博

板
橋
の「
田
遊
び
」と「
熊
野
信
仰
」・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
政
博

江
戸
・
東
京
の
台
所
を
支
え
た
練
馬
大
根
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

渡
辺
嘉
之

鉄
道
開
通
と
住
宅
地
・
行
楽
地
の
開
発
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

渡
辺
嘉
之

石
神
井
公
園
の
歴
史
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

渡
辺
嘉
之

第
四
章　

豊
島
区
・
北
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

秋
山
伸
一

江
戸
近
郊
の
名
所
―
王
子
・
滝
野
川
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

西
木
浩
一

川
と
と
も
に
歩
ん
だ
地
域
―
浮
間
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

保
垣
孝
幸

駒
込
・
巣
鴨
―
江
戸
園
芸
の
中
心
地
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

秋
山
伸
一

雑
司
ヶ
谷
―
三
つ
の
顔
を
も
つ
江
戸
西
郊
の
村
―
・・
・
・
・

秋
山
伸
一

池
袋
―
近
郊
農
村
か
ら
副
都
心
へ
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

秋
山
伸
一

い
ま
は
繁
華
街
と
し
て
多
く
の
人
で
賑
わ
う
渋
谷
や
池
袋
も
、
江
戸
時
代
に
は
郊
外
で
し
た
。
近
代

化
に
と
も
な
い
鉄
道
が
伸
び
、
人
が
移
り
住
み
、
や
が
て
ム
ラ
か
ら
マ
チ
へ
と
都
市
化
を
遂
げ
て
い

っ
た
、
二
三
区
西
北
部
エ
リ
ア
の
変
貌
と
発
展
を
描
き
ま
す
。

　

渋
谷
区
・
中
野
区
・
杉
並
区
・
板
橋
区

  

練
馬
区
・
豊
島
区
・
北
区
（
地
帯
編
４
）

7
肥
沃
な
大
地
と
豊
か
な
水
が
も
た
ら
し
た
江
戸
近
郊
の
農
業
と
近
代
的
工
場
群
。
宿
場
町
千
住
や

門
前
町
柴
又
の
な
つ
か
し
い
街
並
み
と
、
再
開
発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
溶
け
合
う
東
京
低
地

の
四
区
。
新
た
な
活
気
に
満
ち
た
東
郊
の
ル
ー
ツ
を
探
り
ま
す
。

　
主な内容

序
章　

水
と
生
き
る
―
東
京
低
地
の
環
境
と
生
活
―
・・
・
・
・

西
木
浩
一

第
一
章　

足
立
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

多
田
文
夫

見
沼
代
用
水
の
分
水
点
―
舎
人
・
古
千
谷
・
伊
興
―
・・
・
・
・

多
田
文
夫

江
戸
東
郊
の
新
田
地
帯
―
六
木
・
佐
野
・
大
谷
田
・
東
和
―
・

多
田
文
夫

宿
場
に
根
付
い
た
華
や
か
な
江
戸
文
化
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

眞
田
尊
光

労
働
者
た
ち
の
町
の
成
立
―
千
住
西
部
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

多
田
文
夫

名
所
を
つ
く
る
地
域
―
江
北
・
堀
之
内
・
鹿
浜
・
扇
―
・・
・
・

多
田
文
夫

第
二
章　

葛
飾
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

柴
又
―
下
町
情
緒
豊
か
な
ま
ち
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

葛
西
城
址
と
葛
西
新
宿
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

小
菅
―
煉
瓦
工
場
と
二
つ
の
川
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

荒
ぶ
る
川
の
大
規
模
改
修
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

低
地
の
生
業
と
近
代
化
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

第
三
章　

荒
川
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

西
木
浩
一

鶴
御
成
と
三
河
島
菜
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

野
尻
か
お
る

日
ぐ
ら
し
の
里
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

亀
川
泰
照

千
住
大
橋
と
日
光
道
中
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

野
尻
か
お
る

千
住
製
絨
所
で
の
羅
紗
製
造
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

亀
川
泰
照

名
所
と
し
て
の
橋
場
・
汐
入
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

野
尻
か
お
る

第
四
章　

江
戸
川
区

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

樋
口
政
則

東
京
の
東
の
玄
関
―
小
岩
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

樋
口
政
則

御
鷹
場
と
綱
差
―
小
松
川
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

樋
口
政
則

水
運
と
近
郊
農
業
―
新
川
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

樋
口
政
則

浅
間
神
社
と
富
士
信
仰
―
篠
崎
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

樋
口
政
則

葛
西
浦
の
海
苔
と
沿
岸
漁
業
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

樋
口
政
則

8
足
立
区
・
葛
飾
区
・
荒
川
区
・
江
戸
川
区
（
地
帯
編
５
）

古
代
武
蔵
国
の
中
心
と
し
て
栄
え
、
江
戸
へ
つ
な
が
る
街
道
や
鉄
道
敷
設
で
発
展
し
て
き

た
多
摩
東
部
。
観
光
地
と
し
て
人
気
の
伊
豆
諸
島
、
世
界
自
然
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
小

笠
原
諸
島
。
首
都
近
郊
の
多
摩
地
域
と
豊
か
な
自
然
を
残
す
島
嶼
の
歴
史
を
訪
ね
ま
す
。

�

多
摩
Ⅱ
・
島
嶼
（
地
帯
編
７
）

　
主な内容

序
章　

島
嶼
お
よ
び
二
三
区
の
隣
接
地
域
と
し
て
・・
・

池　

 

享

第
一
章　

 

西
東
京
市
・
東
久
留
米
市
・
清
瀬
市
・
小
平
市
・ 

東
村
山
市
・
東
大
和
市
・
武
蔵
村
山
市
・
瑞
穂
町

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

石
居
人
也

江
戸
近
郊
の
農
村
だ
っ
た
西
東
京
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
酒
井
大
悟

武
蔵
野
の
開
発
と
小
川
村
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
酒
井
大
悟

東
村
山
周
辺
の
板
碑
と
信
仰
の
世
界
・
・
・
・
・
・
・
・

池　
　

享

医
療
と「
療
養
」の
街
―
清
瀬
・
東
村
山
・
東
久
留
米
―
・石
居
人
也

村
山
織
物
―
東
大
和
・
武
蔵
村
山
・
瑞
穂
―
・・
・
・
・

鈴
木
芳
行

第
二
章　

三
鷹
市
・
武
蔵
野
市
・
小
金
井
市
・
国
分
寺
市

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

池　
　

享

国
分
寺
―
遺
跡
再
生
の
街
― 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
野
一
之

町
ぐ
る
み
の
集
団
移
転
―
下
連
雀
村
の
成
立
―
・工
藤
航
平

原
野
の
開
発
と
新
た
な
景
観
―
名
所
小
金
井
桜
の
誕
生
―

　

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

工
藤
航
平

昭
和
の
武
蔵
野
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

齊
藤　

勉

吉
祥
寺
―
新
田
村
落
か
ら
駅
中
心
の
繁
華
街
へ
―
・初
田
香
成

第
三
章　

 

調
布
市
・
狛
江
市
・
府
中
市

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

池　
　

享

野
川
遺
跡
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

舘
野　

孝

湧
水
を
た
た
え
る
深
大
寺
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
松
愛
子

「
関
東
の
宝
塚
」「
東
洋
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」―
調
布
・
狛
江
―

　

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

石
居
人
也

国
府
の
街
―
府
中
の
古
代
・
中
世
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
野
一
之

大
規
模
施
設
を
ひ
き
う
け
る
街
―
府
中
―
・・
・
・

石
居
人
也

第
四
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伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島

は
じ
め
に
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

西
木
浩
一

大
島
―
近
く
て
遠
い
海
上
の
島
―
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

西
木
浩
一 

新
島
の
社
会
と
江
戸
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

吉
田
伸
之

三
宅
島
―
火
山
と
生
き
る
人
び
と
の
生
活
と
民
俗
―

　

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
江
洲
昌
哉

八
丈
島
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

谷
口　

榮

「
無
人
島
」か
ら
日
本
領「
小
笠
原
島
」へ
・
・
・
・
・
・

高
江
洲
昌
哉

八王子市

福生市

青梅市

日野市

昭島市

羽村市
武蔵村山市

東村山市
東久留米市

府中市

小平市

国分寺市
小金井市

西東京市

武蔵野市

東大和市

国立市

立川市

多摩市

町田市

三鷹市

稲城市

調布市

狛江市

清瀬市

あきる野市

日の出町

檜原村

奥多摩町

瑞穂町

中野区

杉並区

世田谷区

練馬区

新宿区

豊島区

目黒区

品川区

渋谷区

大田区

墨田区台東区文京区

千代田区

中央区 江東区

港区

江戸川区

板橋区
北区

荒川区

足立区

葛飾区
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福生市

青梅市

日野市

昭島市

羽村市
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東久留米市

府中市

小平市

国分寺市
小金井市

西東京市

武蔵野市
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立川市

多摩市

町田市

三鷹市
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調布市
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清瀬市
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日の出町

檜原村

奥多摩町

瑞穂町

中野区

杉並区

世田谷区

練馬区

新宿区

豊島区

目黒区

品川区

渋谷区

大田区

墨田区台東区文京区

千代田区
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八王子市

福生市

青梅市

日野市

昭島市

羽村市
武蔵村山市

東村山市
東久留米市

府中市

小平市

国分寺市
小金井市

西東京市

武蔵野市

東大和市

国立市

立川市

多摩市

町田市

三鷹市

稲城市

調布市

狛江市

清瀬市

あきる野市

日の出町

檜原村

奥多摩町

瑞穂町

中野区

杉並区

世田谷区

練馬区

新宿区

豊島区

目黒区

品川区

渋谷区

大田区

墨田区台東区文京区

千代田区
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港区
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葛飾区
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奥多摩町

檜原村

青梅市

日の出町

あきる野市

八王子市

瑞穂町
羽村市

福生市

昭島市

武蔵村山市
東大和市

立川市

東村山市
清瀬市

東久留米市

小平市 西東京市

国分寺市小金井市
武蔵野市

国立市

日野市
府中市

多摩市 稲城市
調布市

三鷹市

狛江市

町田市

世田谷区

目黒区

杉並区

練馬区

板橋区

中野区

豊島区

北区

新宿区

足立区

荒川区
文京区

千代田区
渋谷区

港区
中央区 江東区

台東区
墨田区

葛飾区

江戸川区

品川区

大田区


